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設定例

■ 制限時間だけ指定する場合

①制限したいサイトを追加

②設定なし

③制限時間を設定

例：「10」 minutes in every 「hour」

　　→ 1 時間毎に 10 分間まで閲覧可能

④すべての曜日にチェック

■ 仕事中の閲覧を一切排除したい場合

①仕事中の閲覧を制限したいサイトを追加

② 0900-1200,1300-1800（仕事時間を設定）

③設定なし

④月～金にチェック

■ 仕事中の閲覧に制限時間を設けたい場合

①仕事中の閲覧を制限したいサイトを追加

② 0900-1200,1300-1800（仕事時間を設定）

③制限時間を設定

例：「10」 minutes in every 「4 hours」

　　→ 4 時間毎に 10 分間まで閲覧可能

④月～金にチェック

※③④の項目間のドロップダウンを「AND」にする。

制限するサイトのセットを 6 つまで作成できるの

で、目的に合わせて使い分けることができるだろう。

設定した制限が発動すると、対象となるサイトに

アクセスした際に以下のような画面が表示される。

 図 2 ブロック画面

また、制限時間が設定されているサイトにアクセス

した場合はステータスバーに残り時間が表示される。3 

 図 3 残り時間表示

一時的に制限を発動させる

一定時間仕事に集中したい場合などには強制的に

制限を発動させることが出来る。メニューの「ツー

ル」－「LeechBlock」－「Lockdown」を選ぶと制

限時間とセットの選択が出来る。

 図 4 Lockdown

統計を見る

メニューの「ツール」－「LeechBlock」－「Statistics」

を選択すると制限しているサイトの統計情報が表示

される。各セット毎に一日に費やしている時間の平

均値が表示されるので、統計を見ながら制限時間を

調整してゆくことができるだろう。

最初はとりあえず制限時間だけを設定してみるこ

とをお勧めする。統計機能を併用しながら自分が普

段良くアクセスするサイトにどれほどの時間を費や

しているかをまず分析してみることができるだろう。

他のブラウザを使えば制限を回避できると言って

しまえばそれまでだが、自分がどれだけインター

ネットに時間を費やしているかがわかるだけでも大

きな抑止力となる。ぜひ、こうしたツールを活用し

て時間を有効活用してほしい。（K.T）

注 1.https://addons.mozilla.org/ja/firefox/addon/4476
注 2. 特定のドメインのサイト全て対象→ *.domain.com

*だけを指定すれば全てのサイトを対象とできる。
注 3. 残り時間のカウントはブラウザがバックグラウンドに

なった時や他のタブを閲覧している時にはストップする。


